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＊　元野菜・茶業試験場久留米支場
　In order to breed new camellia cultivars with upright plant form and early flowering property, interspecific 
hybridizations among 4 kinds of  Camellia species belonged to section  Theopsis were conducted. Five hundred 
and sixty-two flowers were crossed in 1990. Eleven interspecific hybrid seedlings were planted to open field in 
1993 and their characteristics were investigated for the following selection. Two seedlings derived from the cross 
between  C. rosaeflora Hooker and  C. fraterna Hance were finally selected in 1998 and were registered as Camellia 
Norin No.2, ‘Ayamatsuri’ and Camellia Norin No.3, ‘Yukimatsuri’ in 2002. ‘Ayamatsuri’ and ‘Yukimatsuri’ shows 
the intermediate characteristics form between  C. rosaeflora and  C. fraterna. The flower color of ‘Ayamatsuri’ is 
pink (JHS color chart No.9504)and that of ‘Yukimatsuri’ is white(JHS color chart No.2201). Flower diameter and 
the number of petals of both cultivars are approximately 3 cm and 5 or 6 respectively. The natural flowering time 
of ‘Ayamatsuri’ and ‘Yukimatsuri’ are between the beginning or middle of February and the middle of April in Mie 


































年８月に農林水産省育成品種つばき農林２号 ‘ 彩祭り ’










本品種の育成については，家弓は 1989 ～ 1990 年に，
柴田は 1989 ～ 2002 年まで，間は 1991 ～ 2000 年まで，























ローラ × シラハトツバキの交雑では 12 粒）を播種し，


















得られた雑種は Ackerman (1971) が作出した種間雑種と
は異なり，新規の種間雑種であるものと考えられる．
1999 年に得られた種間雑種 11 系統の中から，ツバキ
やサザンカにはないやわらかく明るいイメージの樹姿お
よび葉姿等の新規性を持ちながら，鮮明な花色および強






2002年８月につばき農林２号 ‘彩祭り ’および同３号 ‘雪
祭り ’ として命名登録された．
２）育成品種の交配親   
‘ 彩祭り ’ および ‘ 雪祭り ’ は，1989 年に C. rosaeflora 
Hooker ( 保存番号 No.1121) を種子親に，C. fraterna 


































スケード ’（第３図）は C.rosaeflora を種子親，花粉親
が不詳の雑種とされるが，‘ 彩祭り ’ および ‘ 雪祭り ’ に
最も近い特性を有することから選定した．
３カ年の試験における開花特性（第３表）をみると，
‘ 彩祭り ’ は ‘ ロ・カスケード ’ よりも開花初めが早く早
春咲き性を示した．また，2001年の久留米を除き ‘雪祭り ’
も ‘ ロ・カスケード ’ よりも開花初めが早く早春咲き性
を示した．花径は ‘ 彩祭り ’ および ‘ 雪祭り ’ とも ‘ ロ・カ
スケード ’ とほぼ同等かやや小さく，3 ～ 4cm とごく小
輪であった．花弁数は ‘彩祭り ’および ‘雪祭り ’とも ‘ロ・
カスケード ’ よりもやや少なく，５～６枚であった．花
色は ‘ロ・カスケード ’が淡いピンク色であったのに対し，
‘ 彩祭り ’ は明るいピンク色を，‘ 雪祭り ’ は明るい白色





圃場に 1993 年に定植した実生株（‘ 彩祭り ’ および ‘ 雪祭
り ’）で継続して調査した．対照には同じく 1993 年に定




早く１～４月であった（第４表）．‘ 彩祭り ’ は早い時に
は１月から，遅い時でも２月から開花し，‘ 雪祭り ’ も
早い時には１月から開花した（第４表）．また，‘ 彩祭り ’
および ‘ 雪祭り ’ の開花終わりはローゼフローラ，シラ
ハトツバキおよび ‘ ロ・カスケード ’ と同様にほぼ４月
であり，結果として長い期間開花していた．1999 年に
は研究室で保存中のツバキ属種間雑種 17 品種における




‘ 彩祭り ’ の新梢量は，2000 年 ‘ ロ・カスケード ’ に比
べてかなり劣ったものの，展開葉数は同等の生育量を示
した（第６表）．‘ 雪祭り ’ の新梢長は，2000 年 ‘ ロ・カ
スケード ’ に比べて劣ったものの，1999 年の新梢長お
よび展開葉数は，ほぼ同程度であった（第６表）．葉の
第１図　種子親　ローゼフローラ（Camellia rosaeflora） 第２図　花粉親　シラハトツバキ（Camellia fraterna）
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大きさや形は，‘彩祭り ’，‘雪祭り ’および ‘ロ・カスケード ’
の間に大きな相違は認められなかった（第６表）．実生
株と挿し木株で前歴が異なること，更に樹齢が異なるこ
とから厳密な比較はできないが，‘ ロ・カスケード ’ で
は枝が発生直後に垂下し始め樹姿が乱れやすいのに対し
‘ 彩祭り ’ および ‘ 雪祭り ’ では先端部はしなやかに屈曲
するものの枝は上方に伸長し，樹姿全体が明らかに直立
性を示す点が対照品種と異なった（第５，６図）．花色が
ピンクと白でよく似た樹姿を有する ‘彩祭り ’と ‘雪祭り ’
は，対で庭木としての利用も有望と考えられた。
第３図　対照品種　‘ロゼフローラカスケード’ 第４図　つばき農林２号 ‘彩祭り ’および同３号 ‘雪祭り ’の花

























根数を調査した．対照品種として，2000 年は ‘ ロ・カス
ケード ’，2001 年は ‘ 立寒椿 ’ を用いた．１系統・品種あ
たり 20 本を供試した．‘ 彩祭り ’ の発根率は ‘ ロ・カスケ
ード ’ をやや上回り，最長根長および根数もほぼ同等の
値を示し，‘ ロ・カスケード ’ と同等の挿し木繁殖性を
有するものと考えられた（第７表）．‘ 雪祭り ’ の最長根
長および根数は ‘ ロ・カスケード ’ よりやや小さかった
ものの，発根率はほぼ同等であり，‘ 雪祭り ’ も問題の
ない挿し木繁殖性を有するものと考えられた（第７表）．






経過した 2001 年 10 月下旬に，生育・着らい状況を調査
した．‘彩祭り ’および ‘雪祭り ’は約100鉢を，対照の ‘ロ・
カスケード ’（１年生のみ）は 20 鉢を供試した．
‘ 彩祭り ’ は挿し木１年生において，‘ ロ・カスケード ’
に比べて草丈および主幹葉数の値が大きく，生育が旺盛
であることが明らかになった（第８表，第７，８図）．ま
た生存個体の着らい率では，‘ 彩祭り ’ は挿し木２年生
苗で 11.0% 着らいし，挿し木２～３年生で着らいでき
ることが明らかになった（第８表）．‘ 雪祭り ’ は挿し木
１年生において ‘ ロ・カスケード ’ とほぼ同等の草丈お
よび主幹葉数の値を示した（第８表）．また，着らい率









以上のように，‘ 彩祭り ’ および ‘ 雪祭り ’ は，‘ ロ・カ
スケード ’ に比べて自然開花期が約１月早く早春咲き性
で，樹姿が立性を示すなど，同品種にはない新規性を有




‘ 彩祭り ’ は栄養生長が盛んで施設下における生育特性






ンク色の ‘ 彩祭り ’ と白色の ‘ 雪祭り ’ とを対にした生産



















粉親をシラハトツバキ  (C. fraterna) とした 121 花の交配
から，12 粒を採種，播種後に得た６個体を 1993 年圃場
に定植した．1998 年に系統名 ‘1+2’，‘1+6’ について安濃
番号を付し，３ヶ年にわたり試作を行った結果，両系統
とも実用品種として有望と判定され，2002 年８月につ





４）‘ 彩祭り ’ は明るいピンク色（JHS カラーチャート




は２月上旬から４月中旬，‘ 雪祭り ’ は２月中旬から４
月中旬と長い．冬季加温した施設下では，両品種とも
12 月上旬から１月上旬に開花が集中する．
６）両品種とも挿し木繁殖が可能で，‘ 彩祭り ’ は挿し
木３年生苗で，‘ 雪祭り ’ は挿し木２年生苗での着らい
が見込まれる．
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